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  平成１５年１１月６日提出  
 
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  

 
 
 



協議第３６号

津 地 区 合 併 協 議 会

協 議 会 協 議 項 目 （ 案 ）

消防団の取扱い



121 ①消防団組織に関する規定等
　河芸町消防団条例、規則によ
り、消防団の組織、階級等につ
いて定めている。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
の施行に関して必要な事項を定
めている。
　団員は本町に在住する18歳以
上50歳未満であること。
　ただし、消防団長、副団長、分
団長、副分団長、班長はこの限
りでない。

①消防団組織に関する規定等
　芸濃町条例により、消防団の
組織、階級について定めている。
　芸濃町消防団は５つの分団に
分かれている。
　団長の任期は４年である。ただ
し再任は妨げない。
　団長は、副分団長以上の幹部
により選任される。
　副団長は団長が指名する。

①消防団組織に関する規定等
　美里村消防団設置規則によ
り、消防団の組織、階級等につ
いて定めている。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
の施行に関して必要な事項を定
めている。
　消防団長、副団長の任期は2年
とする。ただし、再任はこれを妨
げない。

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団

③分団
　団本部・統括分団
　新町分団・養正分団
　敬和分団・橋北分団
　栗真分団・白塚分団
　一身田分団・大里分団
　高野尾分団・安東分団
　櫛形分団・片田分団
　神戸分団・橋南分団
　藤水分団・高茶屋分団
　雲出分団

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団・第５分団・第６分団
　第７分団・第８分団・第９分団
　第10分団・第11分団

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団・第５分団

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団

①消防団組織に関する規定等
　安濃町消防団条例により、消
防団の組織、階級等について定
めている。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
の施行に関して必要な事項を定
めている。
　消防団長、副団長の任期は４
年とする。ただし、再任することを
妨げない。
　消防団員の条例定数は120名
とする。

①消防団組織に関する規定等
　津市条例により、消防団の組
織、消防団員の階級、訓練、礼
式、服制、及び条例の施行に関
して必要な事項を定めている。
　消防団長、副団長、分団長の
任期は４年とする。ただし、再任
することを妨げない。

①消防団組織に関する規定等
　久居市条例により、消防団の
組織、階級等について定めてい
る。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制及び条例
の施行に関して必要な事項を定
めている。

②消防団員数、階級
　団　　 長：１人
　副 団 長 ：６人
　分 団 長 ：11人
　副分団長：11人
　分団部長：22人
　班　　　長：57人
　団　　　員：163人　　計271人

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：２人
　分 団 長 ：５人
　副分団長：３人
　班　　 長 ：22人
　団　　 員 ：142人　　計175人

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：１人
　分 団 長 ：５人
　副分団長：５人
　部　　 長 ：５人
　班　　 長 ：13人
　団　　 員 ：75人　　計105人

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：２人
　分 団 長 ：４人
　副分団長：４人
　班　　 長 ：12人
　団　　 員 ：80人　　計103人

②消防団員数、階級
　団　 　長：１人
　副 団 長：１人
　分 団 長：５人
　副分団長：３人
　部　 　長：６人
　班　　 長：11人
　団　　 員：90人　　計117人

②消防団員数、階級
　団　 　長  ：１人
　副 団 長  ：５人
　分 団 長  ：22人
　副分団長 ：17人
　部　　 長　：43人
　班　　 長　：76人
　団　 　員　：276人　　計440人

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 安　濃　町芸　濃　町 美　里　村

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会２３　消防団の取扱い

関　係　項　目 分　   科　   会

消防部会

消防総務分科会

消防団の組織に関
すること

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
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美　杉　村
①美杉村消防団条例により、消
防団の組織、階級等について定
めている。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
及び規則の施行に関して必要な
事項を定めている。
　消防団長、副団長、分団長、副
分団長、部長、班長の任期は４
年とする。ただし、重任すること
を妨げない。

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：２人
　分 団 長 ：７人
　副分団長：７人
　部　 　長 ：28人
　班　 　長 ：69人
　団　 　員 ：227人　　計341人

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団・第５分団・第６分団
　第７分団

白　山　町

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：１人
　分 団 長 ：５人
　副分団長：５人
　部 　　長 ：21人
　班 　　長 ：47人
　団 　　員 ：183人　　計263人

①消防団組織に関する規定等
　消防団長、副団長、分団長の
任期は２年とする。ただし、再任
することを妨げない。
　団長（１名）副団長（2名）分団
長（4名）副分団長（14名）部長
（14名）班長（38名）団員（143名）
計218名

①消防団組織に関する規定等
　白山町消防団条例により、消
防団の組織、階級等について定
めている。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
及び規則の施行に関して必要な
事項を定めている。
　消防団長、副団長、分団長、副
分団長、部長、班長の任期は２
年とする。ただし、重任することを
妨げない。

①消防団組織に関する規定等
　香良洲町条例により、消防団
の組織、階級等について定めて
いる。
　消防団の組織、消防団員の階
級、訓練、礼式、服制、及び条例
の施行に関して必要な事項を定
めている。
　消防団長、副団長、分団長、副
分団長、部長の任期は４年とす
る。ただし、再任することを妨げ
ない。

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団・第５分団

調　整　の　内　容

構　　　　　成　　　　　市　　　　　町　　　　　村　　　　　の　　　　　現　　　　　況

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

１２１．新たに制度を制定する。（合併と同時）

調整の具体的内容

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：２人
　分 団 長 ：６人
　副分団長：５人
　部　 　長 ：５人
　班　 　長 ：９人
　団　 　員 ：63人　　計91人

②消防団員数、階級
　団　　 長 ：１人
　副 団 長 ：２人
　分 団 長 ：４人
　副分団長：14人
　部 　　長 ：14人
　班 　　長 ：38人
　団 　　員 ：145人　　計218人

香 良 洲 町 一　志　町

・消防団の組織（分団、定員、階級等）については、団長以下現行のまま新市に移行す
る。
  連絡調整役として、団長の互選により統括団長・副統括団長・津及び久居方面団長
を設ける。
　ただし、消防組織法上の権限は有しない役職とする。
その他については、津市の例により調整する。
・合併後の団員数は、定員2,287人とする。
　（平成１５年４月１日現在の実員2,124人）
・１０消防団本部、６４分団体制

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団・第５分団

③分団
　団本部
　第１分団・第２分団・第３分団
　第４分団

新市消防団組織図（案）
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美 杉 消 防 団
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安 濃 消 防 団

香良洲消 防団

河 芸 消 防 団

芸 濃 消 防 団

美 里 消 防 団

　　　各消防団長から互選する。
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津　　　　市 久　居　市 河　芸　町

様式４

関　係　項　目 分　   科　   会 消防総務分科会

協　議　項　目

125

専　門　部　会 消防部会

ー ー

芸　濃　町

②消防団員の出動手当等
　水火災出動等（１出動当り）　3,700
円
　機関整備手当（１回当り）　4,200円
　賄手当（１夜）　700円

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

美　里　村

④消防団員の公務災害補償
　 非常勤消防団員が公務により死
亡し、負傷し、若しくは疾病にかか
り、又は公務により負傷若しくは疾
病により死亡し、若しくは障害の状
態となったとき、損害補償を受ける
べき者に対して、条例により損害補
償する。
　 療養補償、休業補償、傷病補償
年金、障害補償、介護補償、遺族補
償、葬祭補償

④消防団員の公務災害補償
　同　左

④消防団員の公務災害補償
　同　左

ー ⑤消防団運営交付金
　団本部　１２万円
　各分団　１０万円
　を年額として支給している。

⑤消防団運営交付金
　消防団を運営するにあたっては、
分団単位で会議を行なったり、親睦
を図ったりすることが必要になる場
合がある。
　また、消防団幹部同士の懇親、他
消防団や中勢支会などの交流で必
要になる経費などを負担するために
消防団運営交付金を設けている。
　年額1,100,000円（内458,000円は
分団運営費として、各分団に交付）

⑤久居市消防団の活動に関するこ
と
　消防団員については、各分団毎に
毎月１回分団詰所にて機械器具点
検を実施している。
　ラッパ隊員については、毎月１～２
回ラッパ隊訓練を行っており、出初
式・春季訓練等に活躍している。
　機関員報酬：　年額6,800円
　ラッパ隊報酬：　年額8,800円

①消防団員の報酬
　団　　 長：155,000円
　副 団 長： 91,000円
　分 団 長： 54,000円
　副分団長：42,500円
　班　　 長： 29,000円
　機 関 士： 27,500円
　団　　 員： 22,000円　（年額）

①消防団員の報酬
　団　 　長：155,000円
　副 団 長： 91,000円
　分 団 長： 62,000円
　副分団長：42,500円
　部　 　長： 32,000円
　班　長、自動車運転手： 27,000円
　機 関 士： 26,000円
　団　　 員： 22,000円　（年額）

③退職報償金
　同　左

③退職報償金
　同　左

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害等に
出動した場合：１回3,700円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,700円
　教育及び訓練に出動した場合：1回
3,700円
　消防ポンプ自動車等の手入れ業
務に従事した場合：1回3,100円　（但
し、現場において業務に従事した者
に支給）

安　濃　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

２３　消防団の取扱い

消防団の報酬、報
償に関すること

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,800円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,500円
　教育及び訓練に出動した場合：1回
3,300円
　消防ポンプ自動車等の手入れ業
務に従事した場合：1回1,250円

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,100円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,100円
　訓練に出動した場合：1回2,900円

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,700円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,700円
　教育及び訓練に出動した場合：1回
3,700円
　消防ポンプ自動車等の手入れ業
務に従事した場合：1回3,700円

③消防団員の退職報償金
　 非常勤消防団員として５年以上勤
務して退職した者に対して階級ごと
に条例で定める金額を支給してい
る。

①消防団員の報酬
　団　　 長：155,000円
　副 団 長： 91,000円
　分 団 長： 65,000円
　副分団長：53,000円
　班　　 長： 31,000円
　機械班長：31,000円
　団　　 員： 22,000円　（年額）

①消防団員の報酬
　団　　　長：92,000円
　副 団 長 ：55,500円
　分 団 長 ：42,600円
　副分団長：27,000円
　分団部長：24,100円
　班　　　長：20,700円
　団　　　員：19,600円　（年額）

③消防団員の退職報償金
　 非常勤消防団員として５年以上勤
務して退職した者に対して階級ごと
に条例で定める金額を支給してい
る。

③消防団員の退職報償金
　 非常勤消防団員として１年以上勤
務して退職した者に対して階級ごと
に条例で定める金額を支給してい
る。

①消防団員の報酬
　団　 　長   ：74,500円
　副 団 長   ：61,000円
　分 団 長   ：42,000円
　副分団長  ：37,000円
　部　　 長　 ：29,000円
　班　 　長　 ：29,000円
　団　 　員　 ：28,500円　　（年額）

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,700円、
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,700円
　訓練に出動した場合：1回3,200円

③退職報償金
　同　左

①消防団員の報酬（年額）
　団　　 長：155,000円
　副 団 長： 91,000円
　分 団 長： 62,000円
　副分団長：42,500円
　部　　 長： 28,500円
　班　　 長： 28,500円
　団　　 員（機関手）：26,500円
　団　　 員（一般）：22,000円

④消防団員の公務災害補償
　同　左

④消防団員の公務災害補償
　同　左

④消防団員の公務災害補償
　同　左
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美　杉　村
①消防団員の報酬
　団　　 長 ：130,000円
　副 団 長 ： 98,000円
　分 団 長 ： 83,000円
　副分団長： 59,000円
　部 　　長 ： 54,000円
　班 　　長 ： 49,000円
　団 　　員 ： 44,000円　（年額）

②消防団員の費用弁償
　委員会の委員等に支給する旅費に関
する基準に基づき幹部会開催等に支給
　ラッパ手手当・自動車運転手手当・機
関手手当：月額3,100円
　団員が水火災その他の災害に出動し
た場合：１回5,300円（出動時間が10時間
以上の場合は２回分、ただし、深夜22時
から５時までは、1時間を２時間とみな
す。）
　消防学校入学等研修：日額11,000円
　年末警戒に出動した場合：1回7,200円
　出初式日額6,700円

③消防団員の退職報奨金
　同　左

④消防団員等の公務災害補償
　同　左

⑤美杉村消防団分団活動費
　 消防団員は、毎月１日・１５日に各詰
所（美杉村には現在３１詰所）に詰め、自
動車ポンプ及び小型動力ポンプ並びに
資機材等の点検を行い、火災発生時等
出動している。又、各分団より選抜した
団員により、ラッパ班を編成し、毎月１
日・１５日に練習を行い、夏期訓練・出初
式等に活躍している。そこで、消防団員・
ラッパ班の活動費（食料費）として次のと
おり支給を行っている。
・支給単価　　団員一人当たり　3,000円
ラッパ班　150,000円
・支給金額　　団員　352名×3,000円＝
1,056,000円　　ラッパ班　150,000円

調整の具体的内容
一　志　町

構　　　　　成　　　　　市　　　　　町　　　　　村　　　　　の　　　　　現　　　　　況

様式４

・団員報酬については、１０市町村の現行予算枠の中で加重平均をもとに調整する。
 ただし、５年間の激変緩和措置を設ける。
　　【消防団員の報酬(年額)】
　　　団　 　長   １４３，５００円
　　　副 団 長   　７９，０００円
　　　分 団 長   　５７，５００円
　　　副分団長  　４０，０００円
　　　部　　 長　 　３１，０００円
　　　班　 　長　 　２９，０００円
　　　団　 　員　 　２８，０００円

・費用弁償については、１０市町村の現行予算枠の中で加重平均をもとに調整する。
　　　水　　火　　災 　　１回　３，６００円
　　　警　　　　　　戒　　１回　３，５００円
　　　教　育　訓　練　　1回　３，３００円
　　　機関点検手入　　1回　１，７００円

・退職報償金及び公務災害補償については、津市の例により調整する。

・分団活動費については廃止し、費用弁償の中で支給する。

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,000円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,000円
　教育及び訓練に出動した場合：1回
3,000円
　消防ポンプ自動車等の手入れ業
務に従事した場合：1月2,500円

③退職報償金
　同　左

④消防団員の公務災害補償
　同　左

④消防団員の公務災害補償
　同　左

①消防団員の報酬
　団　　 長： 77,000円
　副 団 長： 55,000円
　分 団 長： 44,000円
　副分団長：30,000円
　部 　　長： 22,000円
　班 　　長： 20,000円
　団 　　員： 19,000円　（年額）

①消防団員の報酬
　団　　 長： 77,000円
　副 団 長： 55,000円
　分 団 長： 44,000円
　副分団長：30,000円
　部 　　長： 22,000円
　班 　　長： 20,000円
　団 　　員： 19,000円　（年額）

③退職報償金
　同　左

③退職報償金
　同　左

②消防団員の費用弁償・出動手当
　出動手当：1回3，000円
　幹部会議：25名×2回×5,000円
　本部会議：7名×2回×5,000円
　教育訓練（消防学校）1日5,000円
　中勢支会夏期訓練　１名5,000円

⑤白山町消防団分団活動費
　消防団員は、月２回各詰所（白山町は
現在５詰所）に詰め、自動車ポンプ及び
小型動力ポンプ並びに資機材等の点検
を行い、火災発生時等出動している。
又、各分団より選抜した団員により、ラッ
パ班を編成し、月２回の練習を行い、夏
期訓練・出初式等に活躍している。そこ
で、消防団員・ラッパ班の活動費（食料
費）として次のとおり支給を行っている。
・各分団活動助成金　　１分団当たり
90,000円
・ラッパ育成助成金　　90,000円
・機関士手当：１月2500円
・ラッパ手訓練手当：１回2,500円

⑤消防団活動費
　機械器具手当：年額（小型ポンプ：
16台×5，000円）（積載車：4台
×25，000円）（自動車ポンプ：2台
×37000円）
　ラッパ班手当：年額90，000円
　夜警手当：年額18箇所×20，000
円

⑤香良洲町消防団活動費
　 消防団員は、各詰所に詰めて、自
動車ポンプ及び小型動力ポンプ並
びに資機材等の点検を行い、火災
発生時等出動している。そこで、消
防団員の活動費として次のとおり支
給を行っている。
・団本部　800,000円
　１分団につき70,000円

　携帯電話助成
　分団長以上　10,000円×8人
　副分団長　　　5,000円×4人

白　山　町香 良 洲 町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容 １２５．新たに制度を制定する。（合併と同時）

④消防団員の公務災害補償
　同　左

①消防団員の報酬
　団　　 長： 77,000円
　副 団 長： 55,000円
　分 団 長： 44,000円
　副分団長：30,000円
　部　 　長： 22,000円
　班　 　長： 20,000円
　団　 　員： 19,000円　（年額）

②消防団員の費用弁償・出動手当
　団員が水火災その他の災害に出
動した場合：１回3,000円
　水火災その他の災害の予防又は
警戒に出動した場合：１回3,000円
　教育及び訓練に出動した場合：1回
3,000円
　消防ポンプ自動車等の手入れ業
務に従事した場合：1回3,000円
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